Ⅱ－３－(１)　○○会就労継続支援Ａ型利用者就業規程

（目的）

第1条　本規程は、○○会施設運営規程に基づき○○会が設置する就労継続支援Ａ型の利用者〈以下「利用者」という〉の就業及び工賃について定める。

（就業の意義）

第2条　本規程に定める利用者の「就業」とは、○○会が「就労継続支援Ａ型・個別支援計画」に基づき、知的障害者の自立支援を目的として利用者の知識及び生活能力の向上のために行う訓練作業をいう。

（本規程の適用者）

第3条　本規程は、就労継続支援Ａ型の利用者（契約者）に適用する。

（就業の種類と態様）

第4条　本規程による就業を、就労継続支援Ａ型の○○作業、○○作業、○○作業、○○作業、○○作業その他の作業とする。

（就業の時間）　

第5条 本規程による就業の時間は、原則として午前○○時○○分から午後○○時○○分までとする。

（作業計画書の作成と説明）

第6条 職員は、利用者の当該就業につき、事前に別に定める「作業計画書」を作成の上、　その内容を本人に説明し、同意を得なければならない。

（利用者の就業中の規律）

第７条　利用者は、就業中、職員の指導・指示に従わなければならない。

（担当職員の責務）

第8条　職員は、利用者の指導に当たっては、本規程による利用者の就業の目的にかんがみ利用者が「作業計画書」に従い、作業が進むよう努めなければならない。

２　職員は、就業時間中の利用者の規律保持に努め、健康・安全に配慮しなければならない。

３　職員は、担当する利用者の就業について就業報告書を作成しなければならない。

 (工賃)

第9条　本規程による利用者の就業に対し、工賃を支給する。

２　工賃の種類を、就業訓練手当及び特別手当とする。

３　工賃の支給及び算定については、「就労継続支援Ａ型工賃規程」の定めるところによる。

４　新規利用者は利用開始から約１ヶ月間については時給○○円とする。
（工賃の支払）

第１０条　工賃の算定期間は、前月の16日から今月の15日とし、工賃は、毎月○○日に本人に支払う。

２　利用者の工賃から、本人の同意を得て、入所者自治会費等を控除することができる。

（就業記録の作成と管理）

第11条 ○○○は、本規程に基づく利用者の就業状況、工賃の支給状況につき、下記の書類を作成、管理し、年度末に○○長に報告しなければならない。

(１)工賃支給表

(２)作業出勤簿

(３)工賃評価表

(４)工賃支給台帳

１　本規程は、平成○○年○月○日から施行する。
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